
  

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★さがしてみよう（春
はる

の大曲線
だいきょくせん

） 
北
きた

の空
そら

高
たか

くを見上
み あ

げて、明
あか

るく輝
かがや

く 7つの星
ほし

を繋
つな

いで「ひしゃく」(水
みず

をくむ道具
ど う ぐ

)、あるいはスプーンのような形
かたち

を

作
つく

ることができれば、それが『北斗
ほ く と

七星
しちせい

』です。北斗七星は星座
せ い ざ

ではなく、88個
こ

ある星座の中
なか

で 3番目
ば ん め

に大きい「おおぐ

ま座」の背中
せ な か

からしっぽの部
ぶ

分
ぶん

を表
あらわ

す星の並
なら

びです。この北斗七星の持
も

ち手のカーブを伸
の

ばしていくと、うしかい座の

オレンジ色
いろ

の一等
いっとう

星
せい

「アルクトゥールス」が見つかり、さらにカーブを伸ばしていくと、おとめ座の白
しろ

色の一等星「スピ

カ」が見つかります。北斗七星から、アルクトゥールス、スピカを結
むす

んでできる長
なが

いカーブを「春の大曲線」といい、春

の星座を探すためのよい目
め

印
じるし

となります。また、おとめ座のスピカからさらにカーブを伸ばすと、「からす座」も見つけ

ることができます。 

 

 

 

★今
いま

見える星空は「今」だけのもの 
 夜空

よ ぞ ら

の星座たちは、自
みずか

ら光
ひか

り輝く「恒星
こうせい

」と呼
よ

ばれる星で形づくられています。 

星座の形はいつも同
おな

じように見えるので、恒星は宇宙
うちゅう

空間
くうかん

で動
うご

かずじっとしている 

ように思
おも

えますよね。でも実
じつ

は、恒星はそれぞれのスピードでいろいろな方向
ほうこう

に 

動いています。1日
にち

や 1年
ねん

ではその変化
へ ん か

に気
き

づくことはできませんが、何
なん

万
まん

年という 

長
なが

い目
め

で見てみると、星座の形は少
すこ

しずつ変
か

わっていきます。例
たと

えばうしかい座の 

アルクトゥールスは、他
ほか

の星と比
くら

べると宇宙空間を移動
い ど う

するスピードがとても速
はや

い 

ため、1万年後
ご

、2万年後には、うしかい座の形はかなり変わってしまいます。 

今から数万年後の人
ひと

たちは、今とは違う星の並びを見て、どんな星座を想像する 

のでしょうか。 

  月のはじめ頃 月のおわり頃 

4 月 夜 12:00 頃 夜 11:00 頃 

5 月 夜 10:00 頃 夜 9:00 頃 

アルクトゥールス 

西
にし

 東
ひがし

 南
みなみ

 

2023年 4月 1日 

三重県立みえこどもの城 ドームシアター 

4 月、5 月のほしぞら 
◆このほしぞらと同じように見えるのは、右の表の時間だよ。 

レグルス 

デネボラ 

スピカ 

北斗
ほ く と

七星
しちせい

 

春
はる

の大三角
だ い さ ん か く

 
春
はる

の大曲線
だいきょくせん

 ししの大鎌
おおがま

 

 「おおぐま（ぁ） → アルクトゥールス → スピカ → からす」と、しりとりで覚えてみよう！ 

現在のうしかい座 

2 万年後のうしかい座 

わたしの 

からだが…！ 


